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UN Vllomen(十日UMFEM)日 本

事務所|よ、世界中の女性の地位向

上のために、2009年 10月にアジア

で初めて、「全国初の男女共同参画

宣言都市Jである堺市に開設され

ました。女性が直画する問題を解

決するためには、日本政府とのパー

トナーシップを構築し、その関係を

より強化することが必要です。当事

務所は、日本政府の澄支援のもと、

ジェンダー平等と女性の五ンパ

ワーメントを広げることに取り組ん

でいます。

□本は、tJN Women設 立以前の

tJNIFEMの 時代から、積極的に世

界申の女性の支援を行つてきまし

た。その貢献が評ldlされ、固本は

塗0]0年 7月2国のUN Womenの

設立に:あたり、UN V1/o rlRenの初代

執行lEB事国に選ばれました。

UN IA/o m erl日本事務所は、国本

が世界の女性を支援することを橋

渡しするだけでなく、日本国内の女

性への支援にも取り組んでいます。

その活動の一つとして、日本企業に

女性の王ンパワーメントヘの贅同

を0子びかけています。ビジネスや民

間団体の分野において、ジェンダー

平等が実施されることは、女性の地

化が向上するだ|ナでなく、企業や団体自体、ひいては社会全体の活性化を図りま

す。当事務所は、より多くの企業や団体、そして白治1/FNに、「女性の五ンパワーメン

トのための指争IJに賛同。署名いただくことで、女性の能力が平等に評価され、十

分に活かされる、豊かな社会
rづ
くっの貢献に努めています。

日本の皆様の支えがあつてこそ、tJ N Vly。印〕en日本事務所は性別を問わずあら

ゆる人が個性を活かし、いっそうル軍|する環境をつくることができるのです。ぜひ皆

様のコ支援をよるtソくお願いとノます1
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UN Women日 本事務所には三つの大きな目的があります。第一は、

UN Womenと 日本政府や民間部門とのパー トナーシップを構築し、

日本からの支援を UN Women本 部を通 じて世界中の女性のための

活動につなげることです。第二は、日本のメディアや講演会などを

通じて UN Womenの 認知度を上げることです。UN Womenの 活動

理念に賛同する方が多いほど、日本政府 ・民間部門との信頼関係を

より強めることができるからです。

UN Womenは 、世界各地の女性の生活向上のためにプ回ジェク

トを実行し、ジェンダー平等関連の情報センターとしての役割を担

うなど、ジェンダー平等と女性のエンパワーメン トのために様々な

活動をしています。そのために広く各方面からの支援を必要として

いるのです。
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UN Women日 本事務所の働きかけに応じ、20]]年 に日本政府から

アフガエスタンにおける 「女性に対する暴力の拡大防止」のために、

450万 米 ドル (およそ 4億 5千 万円)の 資金援助をいただきました。

これにより、女性に対する暴力撤廃のためのアフガニスタン政府委員

会への支援事業を通じて暴力の被害者へのシェルター提供や女性に対

する暴力についての周知 ・啓発活動を行つています。
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世界中で、一日に 1ドル以下で生活することを強いられてい

る人のうち、700/0が女性です。また多くの国々では、女性が土

地や財産を所有することを認めていません。貧囚や差別などの

問題を解決するために、ジェンダー平等を達成することが必要

なのです。女性の権利を軽んじることは、世界の人口の半分で

ある女性の持つ力を、社会的そして経済的に十分に活用できず

にいるということなのです。女性が暴力から解放され、教育を

受け、本来の力が発揮されることにより、企業も収益をあげ、

国も成長 ・安定し、社会は繁栄するでしょう。それは女性だけ

でなく、男性、そして子どもたちすべてが幸せになることを意

味します。
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ほとんどの男性は仕事や生活の上で女性とかかわ

りを持つて生きています。女性がその能力を十分

に活かせれば社会も豊かになります。ジェンダー

平等な社会とは性別にかかわらず、あらゆる人が

能力を発揮できる世の中ということです。男性も

性別による役割分担に縛られず、家族や地域コ

ミュニティーと深くかかわることによつて、バラ

ンスのとれた、より充実した人生を送ることがで

きます。男性も女性も共に協力して、社会環境を

整える必要があるのです。ジェンダー平等な社会

の実現のために、UN Womenは 男性からの協力

も必要としています。

UN Wo「 ll e nの初代事務局長

はミチェル ノミチェレです。

彼女は医師であり軍事専門家

でもあります。

U N Worlnen事務局長就任前

はチリ史上初の女性大統領と

して活躍しました。3人の子ど

ものシングルマザーでもあり、

アウグスト・ピノチェト政権下

で投獄、拷問、亡命を経験した

彼女は、困難な状況下にいる

世界中の多くの女性たちの理

解者として女性たちの人権を

守り尊重していきます。文中のデータは Say No Unteto End V oに nce A9a nst WOmen(httpプ /www saynotoMo ence or9つ と

PeBce Women(http〃WWW peacewomen or9/)か ら弓1用しています。
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